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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果01】 

 

実施計画書の添付資料の不足について 

 

 【現状の問題点】 

補助金の交付を受ける際、事業実施主体は、

「事業実施主体の定款又は規約等、組合員の状況

がわかる資料の写し」を事業実施計画書に添付す

る旨、様式に記載されているが、提出された実施

計画書には団体の規約が添付されているものの、

組合員に関する記載はなく、事業実施主体に該当

する団体か判断することはできない。 

  

【解決の方向性】 

市は聴き取りにて、当該組合が中心経営体であ

る認定農業者３名から構成されていることを確認

したとのことであるが、添付書類としての定款又

は規約等は例示であり、本来、申請した団体等が

事業実施主体に該当することを示す資料の写しを

求めているものである。今後、申請者からの提出

資料を慎重に確認し、必要な場合には、事業実施

主体に該当することを明確に示す資料の添付を徹

底するよう申請者に求める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 補助事業の対象となる事業実施

主体に該当することを示す資料の

添付を徹底してまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果02】 

 

補助金交付要領の補助限度額の記載について 

 

 【現状の問題点】 

盛岡市種雄牛管理事業費補助金、盛岡市肉用牛

改良増殖事業費補助金、盛岡市ブロイラー価格安

定対策事業費補助金について、補助限度額が補助

金交付要領に記載されておらず、実務上、補助金

の交付決定時に市が補助限度額を都度決定してい

る。 

 

【解決の方向性】 

仮に補助金交付要領に補助限度額の記載がない

場合、補助事業者が補助率の範囲内であれば無制

限に補助金を受領できるとの誤解を与えかねな

い。よって、市は補助金交付要領に補助限度額を

明記し、交付される補助金に上限があることを補

助事業者に周知するべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 補助金交付要領に補助限度額を

記載していない補助金について

は、要領改正の上、補助事業者に

対し周知してまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果03】 

 

補助事業者が作成する収支決算書の市における

確認について 

 

 【現状の問題点】 

もりおか短角牛振興事業費補助金交付要領及び

もりおか短角牛振興事業費補助金について、一部

の事業者から提出された収支決算書は、収入合計

から支出合計を差し引いた歳入歳出差引残額が０

円と記載されていたが、収入合計と支出合計は一

致しておらず、明らかな収支決算書の記載誤りと

考えられる。 

 

【解決の方向性】 

収支決算書は、補助事業者が実施した事業にお

ける収入、支出、補助対象経費等を市が正確に把

握し、補助金の交付決定を行う過程において重要

な書類である。そのため、市は収支決算書の内容

に誤りがないかを十分に確認し、仮に記載誤りが

発見された場合には、補助事業者に適時に修正す

るよう指導する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 補助金の交付申請から完了報告

手続に係る添付資料については、

その内容等に誤りがないかを複数

人で十分に確認し、仮に記載誤り

が発見された場合には、補助事業

者に適時に修正するよう指導して

まいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

47 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果04】 

 

ツキノワグマ捕獲許可の腕章紛失に対する対策

について 

 

 【現状の問題点】 

約70名の鳥獣被害対策実施隊が捕獲等を実施し

ているが、そのうち6名からツキノワグマの捕獲

許可に係る腕章を紛失した旨の届出があった。 

  

【解決の方向性】 

仮に腕章が返却されず紛失・盗難に至った場

合、捕獲許可を取得していない者が腕章を悪意で

使用する可能性があるため、腕章の管理について

は、狩猟者が厳重に実施することは勿論のこと、

市も管理状況を十分に確認することが求められる

が、市は紛失に至った原因の分析や再発防止策の

策定を十分に行っていない。よって、腕章の紛失

に至った原因を紛失届出者にヒアリングするなど

の原因追及を行い、その情報を市で共有するとと

もに、市は腕章の紛失を防止するための具体的な

方針を策定し、狩猟者に周知させるべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鳥獣被害対策実施隊員の腕章の

紛失届を提出した者に対するヒア

リングを行い、腕章の紛失原因を

明らかにし、その対応策を定め、

鳥獣被害対策実施隊員に対して周

知し、再発防止を図ってまいりま

す。 

 

（農政課） 

 

 



5 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果05】 

 

実態に即した収支予算書及び収支精算書の徴取

について 

 

 【現状の問題点】 

交付された中山間地域等直接支払交付金は、協

定参加者の話し合いにより、地域の実情に応じた

幅広い使途に活用できるものである。このため、

収支予算書及び収支精算書には、本来、「共同活

動」や「個人分配」等といった実態を反映した科

目名と金額を記載することにより、その収支実態

を示すべきものであり、現状、その役割を果たし

ていない。 

 

【解決の方向性】 

今後は、各集落等の収支実態に即した収支予算

書及び収支精算書の提出を求める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年12月１日付けで盛岡市

中山間地域等直接支払交付金交付

要領を改正し、収支予算書及び収

支精算書において、「共同活動」

と「個人配分」を分けて記載する

よう様式を改正しております。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果06】 

 

収支精算書の未徴取について 

 

 【現状の問題点】 

中山間地域等直接支払交付金の交付対象である

一集落から、その内訳である出納帳は提出されて

いたものの、収支精算書が提出されていなかっ

た。 

  

【解決の方向性】 

今後、対象集落等からの提出書類の確認作業を

徹底する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度の収支精算書が未提

出だった一集落に対しては、提出

を依頼済みです。 

 令和４年度の収支精算書につい

ても、交付対象である全ての集落

に確実な提出を求めているところ

であり、今後は確認作業を徹底し

てまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果07】 

 

実施状況の公表内容について 

 

 【現状の問題点】 

国の中山間地域等直接支払交付金実施要領の運

用第16において、市町村は集落毎に運用16に掲げ

る事項等を公表する旨が定められているが、盛岡

市のウェブサイトでは、集落毎の協定面積や交付

金額等については公表されているものの、農業生

産活動等の実施状況及び農業生産活動等の体制整

備時の実施状況については、集落協定数のみが公

表されている状況である。 

  

【解決の方向性】 

国の要領等に沿った内容での公表を行う必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度の実施状況報告を公

表する際には、国の要領等に沿っ

た内容で公表を行ってまいりま

す。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果08】 

 

営農活動計画書におけるGAP実施の取組意思欄の

表記漏れについて 

 

 【現状の問題点】 

環境保全型農業直接支払交付金の交付にあたっ

ては、営農活動計画書において、各構成員の国際

水準GAPの実施に係る取組意思を記載し市に提出

することが定められている。しかしながら、一部

の事業者から提出された営農活動計画書におい

て、その構成員のうちの一名に係る国際水準GAP

の実施に係る取組意思確認欄の表記漏れがあっ

た。 

 

【解決の方向性】 

営農活動計画書に誤った記載がなされた場合、

GAP実施の取組意思が正しく営農活動計画書に反

映されず、実態と乖離が生じることになり、本交

付金の交付にあたって提出された営農活動計画書

の意義が損なわれかねない。よって、営農活動計

画書とその関係書類の照合を慎重に行い、営農活

動計画書において、国際水準GAPを実施する取組

意思が正しく反映されるように書類を整備すべき

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 申請書類受領時に内容に誤り等

がないかを複数人で十分に確認

し、仮に記載誤りが発見された場

合には、補助事業者に適時に修正

するよう指導してまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【結果

09】 

 

目標達成状況報告書に記載された付加価値額の確

認について 

 

 【現状の問題点】 

経営体育成支援事業（通常タイプ）において、

令和４年６月に、各経営体から、令和３年度実績

に係る「経営体育成支援事業目標達成状況報告書

（１年度目）」が提出されているが、このうち１

件において、付加価値額の算出に誤りがあった。 

 

【解決の方向性】 

付加価値額は、経営体育成支援事業補助金の成

果を測定する重要な指標の一つであることから、

今後、慎重に金額の確認を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 付加価値額は、事業活動により

生み出されたもの以外は含めない

とされており、算定のため徴取し

た所得税青色申告決算書におい

て、雑収入の区分欄に記載された

項目の内訳も確認し、事業活動以

外の収入を除くべきところであっ

たことから、今後は、内訳も確認

し適正な取扱いに努めてまいりま

す。 

 なお、本指摘の付加価値額の算

定誤りは、達成状況の可否に影響

を及ぼすものではありません。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果10】 

 

除排雪報告書（月報）日付について 

 

 【現状の問題点】 

農道の除排雪報告書（月報）を確認したとこ

ろ、農道の除雪委託業務の受託者から提出された

12月分の除排雪報告書（月報）日付が令和４年１

月17日となっているにも関わらず、検査年月日が

令和３年12月31日となっていた検査調書があっ

た。 

 

【解決の方向性】 

除排雪報告書（月報）と検査年月日の日付の順

番において不整合しており、検査日付を適切に記

載すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 除排雪報告書（月報）受領時に

内容等に誤りがないかを複数人で

十分に確認し、仮に記載誤りが発

見された場合には、受注者に適時

に修正するよう指導してまいりま

す。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

85 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果11】 

 

補助金に係る消費税等について 

 

 【現状の問題点】 

補助事業者が補助対象の経費を支払うことなど

は課税仕入に該当することがあるため、確定申告

に際して補助事業で支払った経費等に係る消費税

額を仕入税額控除した場合には、補助事業者は補

助対象経費に係る消費税額を実質的に負担してい

ないことになる。このため、補助事業完了後に消

費税等の確定申告により、補助対象経費に含まれ

る消費税額等のうち課税仕入に係る消費税額等と

して控除できる金額が確定した場合には、原則と

して市に返還する必要がある。 

  

【解決の方向性】 

盛岡市市産材利用店舗等支援事業補助金交付要

綱に消費税等に係る仕入控除税額の確定に伴う補

助金の返還に関する文言を加えるように改正し、

補助事業者について、補助金の額の確定から一定

の期間が経過した後に補助対象経費に含めていた

消費税額等に係る仕入税額控除の状況を報告させ

ることとするとともに、その報告に消費税等の確

定申告書等の写しを添付させて、報告内容につい

て十分確認すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 盛岡市補助金交付規則第７条第

１項に基づき、消費税等に係る仕

入控除税額の確定に伴う補助金の

返還に関する文言を補助金交付決

定通知書に記載し、交付申請者に

通知してまいります。 

 

（農政課） 

 

 



12 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

87 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果12】 

 

補助金に係る消費税等について 

 

 【現状の問題点】 

盛岡市間伐等促進対策事業補助金交付要綱及び

盛岡市緊急除伐支援事業補助金交付要綱では、補

助事業者が補助金に係る消費税等に係る仕入控除

税額が確定した場合に、市に報告を義務付ける文

言がない。補助事業者には消費税等の納税義務者

であり、消費税等の申告により、補助対象経費に

含まれる消費税額等のうち課税仕入に係る消費税

等として控除できる金額が確定することもある。 

 

【解決の方向性】 

消費税等に係る仕入控除税額の確定に伴う補助

金の返還に関する文言を加えるように改正し、補

助事業者について、補助金の額の確定から一定の

期間が経過した後に補助対象経費に含めていた消

費税額等に係る仕入税額控除の状況を報告させる

こととするとともに、その報告に消費税等の確定

申告書等の写しを添付させて、報告内容について

十分確認すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 盛岡市補助金交付規則第７条第

１項に基づき、消費税等に係る仕

入控除税額の確定に伴う補助金の

返還に関する文言を補助金交付決

定通知書に記載し、交付申請者に

通知してまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

90 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果13】 

 

委託先の選定について 

 

 【現状の問題点】 

市有林除間伐作業委託及び市有林搬出間伐作業

委託について、一者随意契約により全て盛岡広域

森林組合が委託先となっていた。作業内容として

は、通常の除間伐、搬出間伐とのことであり、こ

の４契約について請負率を確認したところ、３つ

の契約で98％を超える請負率になっている。 

 

【解決の方向性】 

どの事業者でも実施可能な作業内容であれば、

競争入札により事業の経済性を高めるべきではな

いだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度から委託先の選定に

ついては、指名競争入札を実施し

ております。 

 

（林政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

104 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果14】 

 

山火事防止広報業務の見積り依頼について 

 

 【現状の問題点】 

山火事防止広報業務の平成30年度から令和3年

度の委託先業者が、全ての年度において特定の業

者が選定されていた。令和３年度の委託先選定

は、盛岡市入札参加者業務委託等の登録業者で広

告・宣伝業務に登録している業者のうち、過去5

年間に当該業務委託の見積通知を行っている3者

に対して見積り依頼を行なっていた。このような

見積り依頼の仕方では、過去に見積り依頼を受け

ていない業者はこの業務を受託することができな

い。 

 

【解決の方向性】 

山火事防止広報業務は、巡回広報車による呼び

かけを行う業務であり、特殊な業務というわけで

もないため、事業者に対し幅広に業務の履行可否

を確認し、見積り依頼をするべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度から委託先の選定に

ついては、指名競争入札を実施し

ております。 

 

（林政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

105 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果15】 

 

路面補修等業務の写真について 

 

 【現状の問題点】 

路面補修等業務委託の仕様書では、写真管理

は、各施工箇所工種毎に着工前、竣工後、必要に

応じ施工中、出来形検測を撮影し、作業報告書

（日報）と併せて提出を求めているが、着工前、

竣工後の写真が提出されていない路面補修工事が

散見された。 

 

【解決の方向性】 

仕様書では、出来形検測だけでなく、着工前、

竣工後の写真を提出することになっているため、

着工前、竣工後の写真を提出するように適切に指

導を行うべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 仕様書を厳守するよう受注者を

指導するとともに、提出を受けた

写真の確認を行うようにしてまい

ります。 

 

（林政課） 

 

 



16 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

112 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果16】 

 

再委託の承諾について 

 

 【現状の問題点】 

松くい虫被害木駆除業務委託は、その１～その

16まで区分して業務委託が行われているが、一部

の業務委託について再委託が行われており、市は

再委託の事実を把握していない状況であった。 

 

【解決の方向性】 

業務委託契約約定で定めているとおり、再委託

にあたって、委託先である盛岡広域森林組合は市

の承諾を得る必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

受注者へ再委託の確認を行い、

現場着手前に承諾願いを提出する

よう指導してまいります。 

 

（林政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

01】 

 

成果目標の設定根拠の提出について 

 

 【現状の問題点】 

薬剤散布用スピードスプレーヤーの購入費の一

部について助成を求めるに当たり、必須目標とし

て「販売量の増加」を、任意目標として「販売額

の増加」を採用しているが、提出された実施計画

書には、各項目について現状値、目標値及び向上

率等が記載されているが、その根拠資料等は添付

されていない。 

 

【解決の方向性】 

事業実施主体が岩手中央農業協同組合のりんご

部会に所属していることから、当該農業協同組合

を通じて算出した数値が記載されているものをも

って妥当なものと判断しているが、あくまで市が

補助金の交付主体であり、現状値や目標値等の妥

当性を検証し得るよう、成果目標に関する数値の

根拠資料についても提出を求めることが望まし

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現状値や目標値の妥当性を検証

できるよう、事業実施主体に根拠

資料の提出も求めてまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【意見02】 

 

電気柵設置補助金申請者の電気柵購入時の見積

書取得について 

 

 【現状の問題点】 

電気柵設置補助金について、市は複数の電気柵

購入先事業者から見積書を入手し、販売価額が安

価な事業者から購入するように口頭で伝えている

が、補助金申請者がそれを実施しているかを市は

十分に確認していない。 

  

【解決の方向性】 

市は複数から見積書を入手しているかを補助金

申請者に確認するとともに、１者からのみ見積書

を入手している補助金申請者がいる場合には複数

から見積書を入手するよう指導することが望まし

いと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 補助金交付申請時に２者以上の

見積書を添付するよう求めるとと

もに、１者からのみ見積書を徴取

している場合は、その理由を確認

し、状況に応じて補助金申請者を

指導してまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

51 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

03】 

 

各地域の実態により即した目標値の設定について 

 

【現状の問題点】 

市は、「もりおか農業・農村振興ビジョン

2030」において、10年後の目指す姿として、農用

地の利用集積率を令和12年までに80.0％とするこ

とを掲げ取り組んでいるが、令和３年時点では

44％程度にとどまっている。 

一方、同ビジョンにおいて「農地集積が困難な中

山間地域については，農地集積率の算定方法を検

討」する旨を掲げているものの、監査時点におい

ては、未だ検討段階である。 

  

【解決の方向性】 

各地域の地理的条件や土地利用の実態等に応じ

た集積率の算定方法や地域別の目標値の設定等に

ついて、早期の具体化を図られたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 農用地の利用集積率について

は、国において「日本再興戦略

（平成25年閣議決定）により担い

手への農地の集積率を令和５年度

末までで80％に引き上げる目標を

設定しており、市においても近似

の目標を掲げ取り組んでいるもの

です。 

 令和４年５月に農業経営基盤強

化促進法が一部改正となり、人・

農地プランが法定化され、担い手

への農地の集積を含めた将来の農

地利用の姿を明確にする「地域計

画」を令和６年度末までに策定す

ることとなったことから、当該計

画の策定に合わせて検討し対応し

てまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【意見04】 

 

農業用施設維持改良事業補助金の提出期限につ

いて 

 

【現状の問題点】 

農業用施設等維持改良事業補助金の補助事業完

了報告書のうち、補助事業完了年月日が令和３年

５月17日、提出日付は令和３年６月７日と事業完

了から21日後の報告となっていた補助事業完了報

告書があった。 

  

【解決の方向性】 

盛岡市農業用施設等維持改良事業補助金交付要

綱では提出期限について、「別に定める」とある

が、提出期限について、通知等は発出してなく、

特に定められていなかった。交付要綱で「別に定

める」とある以上、別途、補助金の交付を受ける

者に対して、提出期日を通知すべきである。又

は、交付要綱の別表で提出期日について「別に定

める」とせず、交付要綱において、提出期限につ

いて、実態に合致するように定めるべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 盛岡市農業用施設等維持改良事

業補助金交付要綱を改正し、要綱

に提出期限を明記いたします。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

66 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見05】 

 

帳簿作成状況の確認について 

 

【現状の問題点】 

令和３年度に給付が承認された5名について、

令和４年１月に行われた就農状況確認時のチェッ

クリストを閲覧したところ、作物別の生産量や売

上高については「計画どおりの量（売上）を生産

（売り上げを計上）している」と記載される一方

で、３名については、帳簿の管理状況として「帳

簿をつけていない」と記載されていた。帳簿を作

成せずに売上高の把握は困難であり、本来、「帳

簿をつけていない」ことは支給要件に抵触する事

項であるが、「帳簿をつけていない」と回答した

受給者の中には仕訳帳や総勘定元帳の一部を添付

している者もあり、実際の帳簿作成状況が明確に

なっていない。 

  

【解決の方向性】 

適切に帳簿が作成されていることが確認できる

よう、帳簿の写しの提出時期や提出範囲、チェッ

クリストへの記載方法等も含めて、帳簿の作成状

況に係る確認方法を見直されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 「親元就農状況確認チェックリ

スト」は、受給者から提出のあっ

た就農状況報告の記載内容を確認

するとともに、今後営農指導を行

っていくための参考資料として、

内部で作成し使用しているもので

すが、適切に受給者の状況が把握

できるよう確認方法の見直しを図

ってまいります。 

 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

70 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【意見06】 

 

業務委託における競争性の確保について 

 

【現状の問題点】 

公募型プロポーザル方式を採用したにもかかわ

らず応募者が1者のみという状況では、競争性が

確保されていないと考えられる。のみならず、民

間に多様なノウハウやアイデアが潜在的にあった

としてもそれを本事業に生かしきれていないとも

いえる。 

  

【解決の方向性】 

応募期間を十分に確保すること以外に、仕様の

示し方に改善の余地がないか検討することも有用

である。特に、従前の受託者が一方的に有利とな

らないよう、新規に応募しようとする者にも取り

組みやすいような仕様とすることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 多様な民間手法の活用により本

事業の効果を高めるに当たり、競

争性を確保するため、応募期間を

十分に確保するほか、新規の応募

者が業務内容を十分に理解し、取

り組みやすいよう具体的な記載と

するなど、仕様書を随時見直して

まいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

71 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【意見07】 

 

再委託の把握について 

 

【現状の問題点】 

「美食王国もりおか」ニューノーマル対応食イ

ベント実施業務のうち、デザイン、HPの更新など

一部の実践部隊が請負業者以外の会社であった。

提案書の中で請負業者以外の会社の存在、役割を

認識し承諾していたが、再委託に該当するとの認

識はされていなかった。 

  

【解決の方向性】 

再委託に該当する場合は、契約書の定めに従っ

て、事前に市の承諾手続が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 業務の実施に当たり履行責任の

所在が不明確とならないよう、実

施体制や内容について受託者とと

もに事前に十分確認するととも

に、再委託に該当する場合は、契

約書の定めに従い、必要な手続を

講じてまいります。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

75 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見08】 

 

適切な根拠資料の受領について 

 

【現状の問題点】 

経営体育成支援事業（通常タイプ）にて補助金

の交付を受けた経営体のうち1件について、経営体

は個人（A氏）となっているが、令和3年度に提出

された補助金交付申請書等においては、Ｂ社（代

表取締役Ａ氏）名にて書類が提出されている。会

社法上、株式会社は他の会社（特例有限会社を除

く。）と合併することは認められているが、個人

の有する事業との合併は想定されていない。この

ため、このような「合併契約書」が作成されてい

たとしても、A氏の個人事業に係る権利義務が包括

的にB社に承継されることは制度上あり得ず、実態

としては、A氏の個人事業のB社への譲渡である可

能性が考えられる。 

  

【解決の方向性】 

個人と株式会社との合併という、現行制度上で

はあり得ない手続を前提とした資料ではなく、適

切な根拠資料の提出を求めるべきであったもので

あり、今後、申請者からの提出資料については、

より慎重な検討を行われたい。 

 

 

 

 

 

 

 

今後、同様の案件があった際

は、注意を徹底するとともに、当

該案件以外でも、補助金の交付に

係る根拠資料の提出を受ける際に

は、慎重な確認を行ってまいりま

す。 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

78 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見09】 

 

市に返還される子牛の評価額の決定方法に係る

規定について 

 

【現状の問題点】 

子牛の評価額の決定方法について、市で規定し

たものがないため、評価方法は実務上の運用に任

されている。子牛の評価額は子牛の取引において

使用される重要な指標であり、公平に決定される

べきものである。 

  

【解決の方向性】 

どのような協議体で、どのように評価額を決定

すべきかを市の規定で定めるべきではないだろう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子牛の評価額については、子牛

を返還した時点における直近の岩

手県中央家畜市場の平均価格を評

価額として公平に決定しており、

規定で定めるかについては、必要

に応じて検討してまいります。 

 

 

（農政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

79 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

10】 

 

事業の効果の測定方法について 

 

【現状の問題点】 

牛の繁殖の効果の測定方法については、可能な

限り数値化した指標により実施することで、その

効果が容易に把握することができるようになる

が、市は数値化した事業の評価を十分に行ってい

ない。 

  

【解決の方向性】 

例えば、1頭の雌牛から何頭の子牛が生産でき

ているかなどを把握し、その傾向と他の様々な要

因を考慮することで、本事業の効果の測定をして

みるのも一案と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雌牛の分娩報告書により、貸付

牛の生産状況を把握し、事業の効

果を測定してまいります。 

 

 

（農政課） 

 

 



27 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

81 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見11】 

 

除排雪報告書（月報）の提出期日について 

 

【現状の問題点】 

道路除排雪業務委託特記仕様書（農道）では、

除排雪報告書(月報)及び業務開始前、業務中並び

に業務完了後を撮影した写真を添付のうえ、月末

までに発注者に提出を求めているが、月報を月末

までに発注者に提出することは月末の前日までの

内容を事前に精査し、月の末日の内容を直ぐに記

載し、即日に提出することが必要となる。道路除

排雪業務は月末日の24時を超えて月初日まで作業

することもあり、月報を月末までに提出すること

が不可能な場合がある。 

  

【解決の方向性】 

年度中の月報の提出期日は「翌月の○日まで」

と仕様書を改正し、現実に即した仕様書とするこ

とが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 除排雪報告書（月報）の提出期

日につきましては、現実に即した

期日となるよう除排雪業務関係各

課と協議の上、仕様書を改正する

ことといたします。 

 

 

（農政課） 

 

 



28 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

93 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見12】 

 

施設利用者の意見収集について 

 

【現状の問題点】 

現状のアンケートでは、毎年度の指定管理施設

の管理運営状況を把握し、モニタリングを行うた

めの「指定管理者のモニタリングシート」の「３ 

サービスの質の確認について」の「サービス提供

の状況」の「適」「要改善」を埋めるための問に

なっており、利用者の意見・要望・苦情等に関す

る問がなかった。 

  

【解決の方向性】 

アンケートには意見等について、自由記載がで

きる欄を設けることや実際に実施している事業等

についてのアンケートを追加する等利用者の意見

を幅広く聴くことができるアンケート内容を追加

することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケートに自由記載の項目を

追加し、利用者の意見・要望等を

森林公園の維持管理に反映するよ

う努めてまいります。 

 

（林政課） 

 

 



29 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

95 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見13】 

 

備品の現物確認について 

 

【現状の問題点】 

外山森林公園の指定管理者は、市の所有に属す

る外山森林公園の備品について、備品の状況を明

らかにし、年度末の現在高を市に報告しなければ

ならないとされている。事業報告書に備品台帳を

添付して、市に報告しているが、実際に現物確認

したか否かについて、備品台帳を確認しただけで

は、判別ができない。 

  

【解決の方向性】 

備品の実在性を確認するため、備品の現物確認

を1年に1回、指定管理者に依頼し、現物確認の結

果を報告するように依頼すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 備品台帳により現物確認を年に

１回実施していることを指定管理

者に確認しておりますが、現物確

認の実施を書面で確認できるよ

う、事業報告書に確認月日の欄を

追加するよう指導いたします。 

 

 

（林政課） 

 

 



30 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見14】 

 

備品台帳について 

 

【現状の問題点】 

外山森林公園の指定管理者は、事業報告書に備

品台帳を添付して、市に報告しているが、備品台

帳には配置場所や配置状況の記載がない。備品に

ついて、取得年月日が相当古い備品が多くあり、

配置場所等の把握が困難な備品も多くあることが

想定される。 

  

【解決の方向性】 

指定管理者が変わることもあり、備品の配置場

所等の引継ぎが十分に行われない可能性もある。

現物確認を容易にするためにも、備品台帳の摘要

欄に配置場所を記載することを検討してもよいで

あろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 備品台帳に配置場所の欄を追加

するよう指導し、備品の管理に努

めてまいります。 

 

（林政課） 

 

 



31 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

96 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

15】 

 

修繕履歴等の一覧表について 

 

【現状の問題点】 

外山森林公園は、開設から相当の年月が経過し

ており、修繕が必要な箇所が存在している。その

ため、修繕について、過去の修繕履歴、現状の要

修繕事項、今後の修繕見込みについて、優先順位

を立て、計画的に修繕を進めるべきである。 

  

【解決の方向性】 

過年度の修繕履歴、今後の修繕見込みについ

て、一覧表になっているものはないため、今後効

率的な修繕を進めるために修繕履歴・見込み等を

一覧表として作成することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 修繕台帳を作成し、計画的に施

設修繕を実施してまいります。 

 

（林政課） 

 

 



32 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

98 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見16】 

 

施設利用者の意見収集について 

 

【現状の問題点】 

現状のアンケートでは、毎年度の指定管理施設

の管理運営状況を把握し、モニタリングを行うた

めの「指定管理者のモニタリングシート」の「３ 

サービスの質の確認について」の「サービス提供

の状況」の「適」「要改善」を埋めるための問に

なっており、利用者の意見・要望・苦情等に関す

る問がなかった。 

  

【解決の方向性】 

アンケートには意見等について、自由記載がで

きる欄を設けることや実際に実施している事業等

についてのアンケートを追加する等利用者の意見

を幅広く聴くことができるアンケート内容を追加

することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケートに自由記載の項目を

追加し、利用者の意見・要望等を

森林公園の維持管理に反映するよ

う努めてまいります。 

 

（林政課） 

 

 



33 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見17】 

 

備品の現物確認について 

 

【現状の問題点】 

都南つどいの森の指定管理者は、市の所有に属

する都南つどいの森の備品について、備品の状況

を明らかにし、年度末の現在高を市に報告しなけ

ればならないとされている。事業報告書に備品台

帳を添付して、市に報告しているが、実際に現物

確認したか否かについて、備品台帳を確認しただ

けでは、判別ができない。 

  

【解決の方向性】 

備品の実在性を確認するため、備品の現物確認

を１年に１回、指定管理者に依頼し、現物確認の

結果を報告するように依頼すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 備品台帳により現物確認を年に

１回実施していることを指定管理

者に確認しておりますが、現物確

認の実施を書面で確認できるよ

う、事業報告書に確認月日の欄を

追加するよう指導いたします。 

 

（林政課） 

 

 

 



34 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

101 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見18】 

 

備品台帳について 

 

【現状の問題点】 

都南つどいの森の指定管理者は、事業報告書に

備品台帳を添付して、市に報告しているが、備品

台帳には配置場所や配置状況の記載がない。備品

について、取得年月日が相当古い備品が多くあ

り、配置場所等の把握が困難な備品も多くあるこ

とが想定される。 

  

【解決の方向性】 

指定管理者が変わることもあり、備品の配置場

所等の引継ぎが十分に行われない可能性もある。

現物確認を容易にするためにも、備品台帳の摘要

欄に配置場所を記載することを検討してもよいで

あろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 備品台帳に配置場所の欄を追加

するよう指導し、備品の管理に努

めてまいります。 

 

（林政課） 

 

 

 



35 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

101 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

19】 

 

修繕履歴等の一覧表について 

 

【現状の問題点】 

都南つどいの森は、開設から相当の年月が経過

しており、修繕が必要な箇所が存在している。そ

のため、修繕について、過去の修繕履歴、現状の

要修繕事項、今後の修繕見込みについて、優先順

位を立て、計画的に修繕を進めるべきである。 

  

【解決の方向性】 

過年度の修繕履歴、今後の修繕見込みについ

て、一覧表になっているものはないため、今後効

率的な修繕を進めるために修繕履歴・見込み等を

一覧表として作成することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 修繕台帳を作成し、計画的に施

設修繕を実施してまいります。 

 

（林政課） 

 

 

 



36 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

106 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【意見20】 

 

維持保全に係る是正指導の早期実施について 

 

【現状の問題点】 

路面補修工事の舗装補修集計表では、維持補修作

業員作業が７月５日～８日で実施となっていた

が、構造物撤去の写真の日付が「2021.７.12」

「2021.７.13」「2021.７.15」となっており、舗

装補修集計表と写真日付の間に齟齬が生じ、受託

者からの提出資料での整合性が取れていない状況

であった。 

  

【解決の方向性】 

添付した写真の余白に実際の作業日を記載して

もらうなどの措置が必要であったものと思われ

る。今後、舗装補修集計表と写真日付の間に齟齬

が生じていた際には、添付した写真の余白に実際

の作業日を記載するように適切に指導を行うべき

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 写真や報告書等の提出資料につ

いては、整合性を図るため十分な

確認を行うよう指導してまいりま

す。 

 

（林政課） 

 

 

 



37 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

106 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見21】 

 

除排雪報告書（月報）の提出期日について 

 

【現状の問題点】 

道路除排雪業務委託(林道)特記仕様書では、除

排雪報告書(月報)及び業務開始前、業務中並びに

業務完了後を撮影した写真を添付のうえ、月末ま

でに発注者に提出を求めているが、月報を月末ま

でに発注者に提出することは月末の前日までの内

容を事前に精査し、月の末日の内容を直ぐに記載

し、即日に提出することが必要となる。道路除排

雪業務は月末日の24時を超えて月初日まで作業す

ることもあり、月報を月末までに提出することが

不可能な場合がある。 

  

【解決の方向性】 

３月31日は比較的に除排雪業務を行うことは少

ないとのことであり、年度末である３月の月報は

３月末日までの提出はそのままとしても、年度中

の月報の提出期日は「翌月の○日まで」と仕様書

を改正し、現実に則した仕様書とすることが望ま

しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 除排雪報告書（月報）の提出期

日につきましては、現実に即した

期日となるよう除排雪業務関係各

課と協議の上、仕様書を改正する

ことといたします。 

 

（林政課） 

 

 

 



38 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

107 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

22】 

 

林道除草業務の実績一覧表の作成について 

 

【現状の問題点】 

林道除草業務委託では、毎年、生活路線が多い

除雪路線について、優先的に除草作業を行ってお

り、その上で予算残があれば、追加で必要と認め

られた林道の除草作業を毎年、実施しており、過

年度の除草実績を考慮した上で、必要と思われる

林道の除草作業を実施しているとのことであった

が、過年度除草実績一覧表のような形式では保有

していないとのことであった。 

  

【解決の方向性】 

過年度除草実績一覧表があれば、市としても引

継ぎが必要な場合に、後任の担当者も過年度の除

草実績や今後の見込みを把握することが容易とな

り、対外的にも経年で除草実績を提示することに

より、除草作業の優先順位が分かり、住民への説

明責任も果たすことができることから、計画的な

林道除草業務を実施するために経年での除草実績

一覧表を作成することが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 除草業務の実績を記録し、計画

的に実施するよう努めてまいりま

す。 

 

（林政課） 

 

 

 



39 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

109 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

23】 

 

委託先が実際に作業に要した作業日数の把握に

ついて 

 

【現状の問題点】 

カモシカ食害対策事業の委託料の積算において

人件費の構成割合は小さくなく、所要人夫数、す

なわち作業日数に、想定される人件費単価を乗じ

て計算される。委託先から提出される作業委託終

了届を確認したところ、着手年月日、終了年月日

は記載されているが、実際作業にどれくらいの時

間を要したかは記載されていない。 

  

【解決の方向性】 

作業日数が委託料の積算要素として構成されて

いる以上は、事業の経済性の観点から、実際の作

業日数を把握するよう努めるべきではないだろう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受注者に作業日報を提出させる

等、実績の確認を行います。 

 

（林政課） 

 

 

 



40 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 農林部            

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

112 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

24】 

 

委託先が実際に作業に要した作業日数の把握に

ついて 

 

【現状の問題点】 

松くい虫被害木駆除業務委託における委託業務

について、委託料の積算において人件費の構成割

合は小さくなく、所要作業日数に、想定される人

件費単価を乗じて計算される。委託先から提出さ

れる作業完了届を確認したところ、着手年月日、

終了年月日は記載されているが、実際作業にどれ

くらいの時間を要したかは記載されていない。 

  

【解決の方向性】 

作業日数が委託料の積算要素として構成されて

いる以上は、事業の経済性の観点から、実際の作

業日数を把握するよう努めるべきではないだろう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受注者に作業日報を提出させる

等、実績の確認を行います。 

 

（林政課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

115 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果17】 

 

盛岡市機構集積協力金支給申請書の受領時期に

ついて 

 

【現状の問題点】 

令和3年度に機構集積協力金（経営転換協力

金）を交付した６件については、国の要綱に基づ

く「経営転換協力金交付申請書」は令和３年12月

中に提出され、令和３年度の適用単価にて協力金

が交付されているものの、市の要綱に基づく「盛

岡市機構集積協力金支給申請書」が、令和４年度

の適用単価となる令和４年１月１日以後の日付で

提出されていることから、結果として、市の要綱

の定めよりも大きい金額が交付される形となって

いる。 

  

【解決の方向性】 

盛岡市機構集積協力金支給要綱の定めを踏まえ

ずに事務処理日程を定め、申請者に対して年明け

の日付での支給申請書の提出を求めた結果生じた

ものであり、実態から判断して返還等は要しない

が、今後、要綱等に沿った形で事務処理日程を見

直し、適切に交付事務を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交付金支給事務における事務処

理スケジュールと要綱の根拠を表

示したチェックシートを作成し、

事務処理ミスを防止することと

し、令和４年度から適切に交付事

務を執行しております。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

119 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果18】 

 

実施報告書の総会開催日付の記載誤りについて 

 

【現状の問題点】 

補助事業者から提出された多面的機能支払交付

金の実施状況報告書を確認したところ、総会開催

日付について、前年度の２月23日、３月29日を記

載している実施状況報告書があった。 

  

【解決の方向性】 

今後、実施状況報告書の総会開催日付につい

て、適切な日付を記載するように指導すべきであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度から中間検査の際に

対象組織含めて全組織あてに指導

するとともに、提出を受けた実施

状況報告書の確認を行うようにを

実施しております。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

121 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果19】 

 

補助金に係る消費税等について 

 

【現状の問題点】 

盛岡市いきいき農村基盤整備事業補助金交付要

領では、補助事業者が補助金に係る消費税等に係

る仕入控除税額が確定した場合に、市に報告を義

務付ける文言がない。補助事業者には消費税等の

納税義務者であり、消費税等の申告により、補助

対象経費に含まれる消費税額等のうち課税仕入に

係る消費税等として控除できる金額が確定するこ

ともある。 

  

【解決の方向性】 

盛岡市いきいき農村基盤整備事業補助金交付要

領に消費税等に係る仕入控除税額の確定に伴う補

助金の返還に関する文言を加えるように改正し、

補助事業者について、補助金の額の確定から一定

の期間が経過した後に補助対象経費に含めていた

消費税額等に係る仕入税額控除の状況を報告させ

ることとするとともに、その報告に消費税等の確

定申告書等の写しを添付させて、報告内容につい

て十分確認すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 補助金に係る消費税等の処理に

ついて、補助金要領の所管課を交

えて協議のうえ、要領の改正を行

うこととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

127 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果20】 

 

自動車損害賠償責任保険証明書の紛失に対する

対応について 

 

【現状の問題点】 

市は本事業で使用する市の車両のうち３台の自

動車損害賠償責任保険証明書を紛失した。 

  

【解決の方向性】 

当該事象の発生原因及び再発防止策を課内の上

長が各担当者に文書等によって直接説明をするな

ど、再発防止のために十分かつ丁寧な対応をすべ

きである。 

 

 

 

 

 

 

 

 自動車損害賠償責任保険証明書

を紛失した件については、証明書

等の備え付けの際には、２名での

相互確認を行うこととしました。 

また、再発防止のため、証明書

の備え付けについて、文書による

周知を図り、公用車運行管理規程

等を順守し、事故のないように取

り組むこととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

128 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果21】 

 

車両の車検日期限切れについて 

 

【現状の問題点】 

本事業で使用している市所有の車両の車検整備

に際し、車検整備事業者に車検手続きを依頼した

ところ、齟齬が生じて車検日期限を経過した。 

  

【解決の方向性】 

課内の年間スケジュールに車検予定日を予め設

定することや、担当の引き継ぎ資料に車検予定時

期を明記するなどの対策が必要と考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 各車両管理に正副担当を置くと

ともに、車検終了日を課員全員で

共有し、車検日を課内のスケジュ

ール表に設定するなどの対策に取

り組むこととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

130 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【結果22】 

 

物品の維持管理について 

 

【現状の問題点】 

姫神地区振興センター、農民研修センター、岩

洞生活改善センターのそれぞれについて、市の側

で貸与物品リストが作成されておらず、従って指

定管理者からの現在高報告もなされていなかっ

た。 

  

【解決の方向性】 

今後、これら３施設について、現品の確認を行

ったうえで貸与物品リストを作成し、指定管理者

との基本協定書又は仕様書に綴りこんで、基本協

定書第12条に従う事務手続をとる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 現品の確認を早急に行い、物品

リストを作成します。また、指定

管理者との基本協定書又は仕様書

に綴り込み、再発防止に努めま

す。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

131 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果23】 

 

再委託の未承認について 

 

【現状の問題点】 

農民研修センターにおいて基本協定書第７条に

基づく市の承認がなされていなかった。 

  

【解決の方向性】 

市は指定管理者に対し、基本協定書第7条の順

守を徹底させる必要がある。収支計画書を受領し

た時点で委託料の計上があれば、速やかに再委託

の承認申請書を徴取するべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 計画書において、委託料を確認

した際、受注者が再委託を行う場

合は、再委託前に承認願を提出す

るよう指導してまいります。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

137 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【結果24】 

 

牧野使用料収入に係る納入通知書の作成誤りに

ついて 

 

【現状の問題点】 

市は、牧野使用料収入の計算及び納入通知書の

作成過程においてエクセルデータを使用していた

が、使用日数等の入力誤りがあり、結果として金

額に誤りのある納入通知書を発行してしまった。 

  

【解決の方向性】 

納入通知書の作成にあたっては、人的リソース

の手当てが可能であればチェック人数を増やすこ

とや、入・退牧日入力、納入通知書発行時のチェ

ックを別担当で行うこと等により再発防止を図る

べきである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 納入通知書の作成に当たり、入

退牧の日付が記されている日誌の

確認を別担当で実施し、エクセル

データの確認においても、別担当

で再度確認して納入通知書を作成

することとします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

137 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果25】 

 

盛岡市牧野衛生検査業務委託の仕様書の記載に

ついて 

 

【現状の問題点】 

盛岡市牧野衛生検査業務委託について岩手県農

業共済組合と業務委託契約を締結しており、その

内容については、業務委託仕様書において詳細が

定められているが、業務受託者が提供すべき成果

品の内容や、業務完了後に市に提出すべき書類に

ついて、業務委託仕様書に定めがない。 

  

【解決の方向性】 

業務受託者による成果品や提出すべき書類につ

いて、網羅的に記載されるよう仕様書を見直すべ

きである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成果品等の書類について記載し

た仕様書を作成し委託業務を実施

することとします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

145 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【結果26】 

 

物品の維持管理について 

 

【現状の問題点】 

ユートランド姫神に存在する市の所有に属する

備品について、市の側で貸与物品リストは作成さ

れていたが、指定管理者からの現在高報告がなさ

れていなかった。 

  

【解決の方向性】 

指定管理者への指定管理料支出に先立つ履行確

認事務として、基本協定書、年度協定書等におい

て指定管理者に作成・提出を義務付けている書類

については、適時にもれなく提出されているかを

確認しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者に対して、毎年度の

備品現在高報告を徹底するよう指

導を行うこととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

149 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果27】 

 

公募条件から逸脱した提案の取扱いについて 

 

【現状の問題点】 

文京区学生と創るアグリイノベーション事業の

公募型プロポーザル方式みおいて、応募した3者

のうち1者は、その人数によると業務委託契約の

上限額を超過するとして、事業者側の要望により

87名に減じた人数にて積算して提案を認めてい

る。 

  

【解決の方向性】 

公募型プロポーザルにおいて、1者のみ条件を

変更する取扱いは不公正であり、本来は、失格と

して取り扱うべきものである。 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度から公募型プロポー

ザルにおいては、統一した積算条

件及び提案条件を提示のうえ、実

施することとし、条件に反した応

募者については失格として取扱う

など公正な審査を行うこととしま

す。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（結果分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

151 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業、補助事業について【結果28】 

 

公募時における積算条件の統一について 

 

【現状の問題点】 

公募に際して、事業者から、1者は学割を適用

した金額で委託料を積算し、2者は学割を適用し

ない金額で積算して申し込んでいる。 

  

【解決の方向性】 

あくまで委託料の提案金額は事業者が自己の責

任で積算するものであり、提案書類を作成する前

提として、学割を適用する（又はしない）金額で

の委託料に統一するか、双方の金額を提示するよ

う定め、事業者側の積算に基づく金額により審査

すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度から公募型プロポー

ザルにおいては、事業者側に統一

した積算条件及び提案条件を提示

のうえ、実施しております。 

 

（産業振興課） 

 

 

 



53 

 

包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

119 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見25】 

 

実施報告書での総会での了承について 

 

【現状の問題点】 

多面的機能支払交付金の実施状況報告書の総会

の了承を得るには、年度末から実施状況報告書の

提出期日である翌年度の４月上旬までの間であ

り、その期間に総会開催が可能な組織に対して

は、その時期に開催し、多面的機能支払交付金に

関する実施状況報告書の了承を得るように指導す

べきある。 

  

【解決の方向性】 

組織規模が大きく、その短期間での総会開催が

困難な組織については、事後了解を得ていること

を確認するために議事録を後日、徴取し、確認を

行うべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

年度末から実施状況報告書の提

出期日である翌年度の４月上旬ま

での間に総会開催が可能な組織に

対しては、その時期に開催するよ

う指導するとともに、当該期間に

総会開催が困難な組織について

は、後日、議事録を徴取し、確認

するように手続きを見直してまい

ります。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

119 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見26】 

 

実施報告書の提出日付について 

 

【現状の問題点】 

多面的機能支払交付金の実施状況報告書の提出

に関する通知において、実施状況報告書の日付は

提出日を記載するように求めているが、ブランク

の実施状況報告が２件提出されていた。 

  

【解決の方向性】 

提出依頼で提出日付について、提出日を記載の

ことと明記しているため、適切に提出日を記載す

るように指導をすべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

中間検査の際に対象組織含めて

全組織あてに指導するとともに、

提出された報告書について複数人

で確認を行うこととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

139 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見27】 

 

業務計画書上の予算額と収支決算書上の予算額

の不一致について 

 

【現状の問題点】 

岩洞活性化センター、町村活性化センターの指

定管理者である薮川地区活性化推進協議会から提

出された収支計画と収支決算書に記載されている

予算額に不一致がみられた。 

  

【解決の方向性】 

市は、指定管理者に対して事業計画段階での予

算を正確に作成するよう指導する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者に対して、事業計画

段階での予算を正確に作成するよ

う指導を行うとともに、提出され

た書類について複数人で確認を行

うこととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理者の管理運営について【意見28】 

 

決算数値の正確性について 

 

【現状の問題点】 

旅費に関しては、決算額が予算額を上回ってい

るのであれば、その実態を正確に示すべく、打ち

切り額でなく実際の発生額を収支決算書に記載

し、翌年度の予算策定に役立てたり、経費節減の

目標を立てたりすることが望まれる。 

  

【解決の方向性】 

当該旅費は提出書類の運搬その他の目的で町村

活性化センターと玉山総合事務所との間を自動車

で移動する際に発生するとのことであるが、例え

ば自動車を使っての運搬に替えて郵送するなど、

節減の余地はあると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

収支決算書については、決算額

の数字を正確に記載するよう指導

を行います。また、経費削減に向

けた方法についても併せて検討す

ることとします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

142 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

29】 

 

広範囲にわたる周知活動について 

 

【現状の問題点】 

令和３年度の利用区画数は18区画であり全42区

画の半分程度の利用率である。 

  

【解決の方向性】 

現在行われている市の広報誌での利用募集だけ

ではなく、SNS媒体等の活用による若い世代への

周知促進や小中学校といった教育施設を通した利

用等についても検討する等し、一層の活用を図ら

れたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区画の有効利用が図られるよう

広報以外の媒体による周知を行う

こととします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

146 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の経済性、効率性、有効性について【意見

30】 

 

コロナ下における経営の方向性について 

 

【現状の問題点】 

ユートランド姫神経営改革プランはウィズコロ

ナを前提としたものではないため、これに沿って

経営しても業績の改善は難しいと言わざるを得な

い。 

  

【解決の方向性】 

市はたまやま振興株式会社に対して、ウィズコ

ロナにおける新たな経営の方向性と目標を定めた

上で速やかに実行に移すよう要請すべきである。

あわせて、たまやま振興株式会社に対する支援に

ついて、金額的規模及び期間、財源の持続可能性

等を含めてそのあり方を見直す必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の中期計画の対象期間が令

和５年度までとなっており、次期

中期計画の内容については、ウィ

ズコロナも視野に入れて、時世に

応じた計画を策定するよう要請す

ることとします。 

 

（産業振興課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

152 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見31】 

 

除排雪報告書（月報）の提出期日について 

 

【現状の問題点】 

道路除排雪業務委託特記仕様書（農道）では、

除排雪報告書(月報)及び業務開始前、業務中並び

に業務完了後を撮影した写真を添付のうえ、月末

までに発注者に提出を求めているが、月報を月末

までに発注者に提出することは月末の前日までの

内容を事前に精査し、月の末日の内容を直ぐに記

載し、即日に提出することが必要となり、道路除

排雪業務は月末日の24時を超えて月初日まで作業

することもあり、月報を月末までに提出すること

が不可能な場合がある。 

  

【解決の方向性】 

年度中の月報の提出期日は「翌月の○日まで」

と仕様書を改正し、現実に則した仕様書とするこ

とが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

業務委託の内容について、令和

４年度の状況を踏まえながら仕様

書の改正について検討してまいり

ます。 

 

（（玉山）建設課） 
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包括外部監査結果等に対する措置計画（意見分） 

  

                            部局等名 玉山総合事務所     

 

報告

書頁 
指 摘 事 項 等 対 応 策（担当課） 

154 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の事務執行上の誤りについて【意見32】 

 

除排雪報告書（月報）の提出期日について 

 

【現状の問題点】 

道路除排雪業務委託(林道)特記仕様書では、除

排雪報告書(月報)及び業務開始前、業務中並びに

業務完了後を撮影した写真を添付のうえ、月末ま

でに発注者に提出を求めているが、月報を月末ま

でに発注者に提出することは月末の前日までの内

容を事前に精査し、月の末日の内容を直ぐに記載

し、即日に提出することが必要となり、道路除排

雪業務は月末日の24時を超えて月初日まで作業す

ることもあり、月報を月末までに提出することが

不可能な場合がある。 

  

【解決の方向性】 

年度中の月報の提出期日は「翌月の○日まで」

と仕様書を改正し、現実に則した仕様書とするこ

とが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

業務委託の内容について、令和

４年度の状況を踏まえながら仕様

書の改正について検討してまいり

ます。 

 

（（玉山）建設課） 

 

 

 


